
要緊急安全確認大規模建築物の耐震診断の結果【長崎県所管分】
令和3年8月 17日 現在

備考

Es刊 7として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐農改修済み

Es=07と して診断
耐震改俸不要

Es刊 7として診断
耐震改俸不要

Es対 7として診断
耐震改俸済み

Es朔 7として診断
耐震改停済み

Es-07と して診断
耐震改俸済み

Es幻 7として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改停済み

耐震改停等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の解個の結果

Is/1sOE1 08 CT・ SD=0311

Is/1so=138 CT'SD=0306

Is/1so=117 CT,SD=0344

Is/1so=105 CI・ SD=0308

Is/1sOE210 CT・ SD=0377

Is/1so=173 Ci・ SD=0342

Is/1so=180 CT・ SD=0356

Is/1so=118 CTu・ SD=044

Is/1so=116 CTu・ SD=066

Is/1so=116 CTu・ SD=066

Is/1so=113 CTu・ SD=051

耐震珍断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第3次診断法」(1990年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(一財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐展診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)
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建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県島原市萩が丘
2丁 目5688番地

長崎県諫早市有喜町
B00番地

長崎県諫早市小長井
町小JII原 浦958番地

建築物の名称

島原市立第二小学校

諌早市立有喜小学校

諫早市立小長井小学校

No.

1

2

3



2/17

備考

Es司 7として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改停不要

Es刊 7として診断
耐震改俸済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es■ 7として診断
耐震改修済み

Es―(17として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改修不要

Es-07として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改修済み

耐農改俸等の予定

時期内容

構澄耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=128 CT・ SD=03

Is/1so=256 CT'SD=0・45

ls/1so=112 CT'SD=0・32

Is/1so=143 CT・ SD=055

Is/1so=123 CT・ SD=977

Is/1so=118 CTu・ SD=069

Is/1so=121 CTu・ SD=072

Is/1so l16 CTu・ SD 069

Is/1so=198 CTu・ SD=117

Is/1so=118 CTu・ SD=038

Is/1so=127 Clυ・SDこ032

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(=財 )日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)
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建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県諫早市高来町
二部壱553番地

長崎県諫早市西里町
800番 地

長崎県諫早市飯盛町
中山653番地

長崎県謙早市西小路
町1031番 地 1

長崎県諫早市馬渡町
3番地

建築物の名称

諫早市立湯江小学校

諫早市立長四小学校

陳早市立飯盛東小学校
③棟(管理・普通教室・特別教室棟)

呂束早市立上山小学校

諫早市立西諫早小学校

No,

4

5

6

7

8



3/17

備考

Es=0,7として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es―〔,7として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改棒不要

Es=07と して診断
耐震改俸済み

Es刊 7として診断
耐震改格済み

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es対 7として診断
耐震改修不要

Es刊 7として診断
耐震改停済み

Es-07と して診断
耐震改俸不要

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=109 CTu・ SD=0‐64

Is/1so=102 CTu・ SD=059

Is/1so=113 CTυ・SD=065

Is/1so=125 Clu・ SD=072

Is/1so=1.2 CTu・ SD司 34

Is/1so=116 CTu・ SD=072

Is/1soこ 116 CTu・ SD=068

Is/1so=116 CTu・ SD=046

Is/1so=116 CTu・ SD=0‐ 68

Is/1so=166 Cィ u・ SD~0'97

耐農診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D留醐 師義F騒樫
D

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D甥隠製競議鯉程
|める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2∞1年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県諫早市白岩町
3番地1

長崎県平戸市生月町
山田免511

長崎県雲仙市愛野町
乙566番地

長崎県南島原市西有
家町須川33番地 1

建築物の名称

諫早市立真崎小学校

平戸市立山田小学校

雲仙市立愛野小学校

南島原市立西有家小学校

No.

9

10
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4/17

備考

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改停済み

Es=0,7として診断
耐震改停不要

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改俸不要

Es刊 7として診断
耐震改修済み

Es(17として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=0_7として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修不要

耐農改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=117 CTu・ SD=069

Is/1so=125 CTu・ SD=073

Is/1so=116 CTu・ SD=0・ 67

Is/1sOE1 232 CTu・ SDこ035

Is/1so=2 709 CTu・ SD=052

Is/1so=1 388 CTu・ SD=0‐ 799

Is/1sOEl 161 CTu・ SD=067

Is/1so=132 CTu・ SD=075

Is/1so=126 CTu・ SD=072

Is/1so=15 C刊・SD=0‐85

IS/1so=119 CTu・ SD=068

耐震診断方法の名称

(一財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

建築物の位置

長崎県南島原市加津
佐町己3325番地

長崎県南島原市南有
馬町乙991番地

長崎県西彼杵郡長与
町斉藤郷370番地

長崎県東彼杵郡川棚
町中組郷1555

長崎県東彼杵郡波佐
見町湯無口郷808番
地

建築物の名称

南島原市立加津佐東小学校

南島原市立南有馬小学校
校舎1-可 棟・校舎1-2棟

長与町立長与北小学校

川棚町立川棚小学校
013-1れ 車、913-2棟、013-3練

波佐見町立東小学校

No

13

14

15

16

17



5/17

備考

Es=0,7として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es■ 7として診断
耐震改修済み

Es-07と して診断
耐震改俸済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改俸済み

Es=07と して診断
耐震改俸済み

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es=07と して診断
耐震改停済み

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es=07と して診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改停済み

耐農改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=119 CTu・ SD=0‐68

Is/1so=108 CTu・ SD=0‐ 62

Is/1so=112 CTu・ SD=064

Is/1so l12 CTu・ SD=064

Is/1so=117 CTu・ SD=068

Is/1so=1 67 CTu・ SD対 34

Is/1so=116 CTu・ SD=066

Is/1so l19 CTu・ SD=052

Is/1so=180 CTu・ SD=102

Is/1so=114 CTu・ SD=0'43

Is/1so=1_09 Cru・ SD=962

Is/1so=113 CTu・ SD=0・59

耐震診断方法の名称

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D影爛 師韓旱騒樫

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

小学校

小学校

小学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県北松浦郡佐々
町中川原免111番地 1

長崎県北松浦郡佐々
町須崎免389番地

長崎県南松浦郡新上
五島町奈摩郷10番地
1

長崎県島原市城内1

丁目1222番 地

長崎県諫早市小長井
町小川原浦865番地

建築物の名称

佐々町立佐々小学校

佐々町立口石小学校

新上五島町立上郷小学校
12棟(普通特別教室棟)～

13棟(普通特別教室棟)

島原市立第一中学校

諌早市立小長井中学校

No.

18

19

20

21

22



6/17

備考

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es=0_7として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=〔,7として診断
耐震改移不要

Es=07と して診断
耐震改停済み

Es=07と して診断
耐震改俸済み

Es=0,7として診断
耐震改修済み

Es=0_7として診断
耐震改修済み

Es=0.7として診断
耐農改修済み

Es〓0,7と して診断
耐震改停不要

Es=07として診断
耐震改修済み

耐震改俸等の予定

醐内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=118 CTu・ SD 053

Is/1so=213 CTu・ SD=0‐37

Is/1so=136 CTu・ SD=051

Is/1so=200 CTu・ SD=041

Is/1so=119 CT・ SD=0・35

Is/1so=124 CT,SD=0'30

Is/1so=118 CTu・ SD=0・66

Is/1so=121 CTu,SD=064

Is/1so=125 CTu・ SD=071

Is/1so=105 CTu・ SD=0‐40

Is/1so=116 CTu・ SD~065

講羅診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(― 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第3次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第3次診断法」(1990年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D浮醐 節韓旱踏樫
(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D

D

D

D

C

C

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県諫早市高来町
小峰274番 地

長崎県諫早市城見町
35番 1号

長崎県
下井牟

諫早市森山町
田455番地2

西海市西海町黒口郷
518番地

建築物の名称

諫早市立高来中単校

H束早市立北諫早中学校

諌早市立森山中学校

西海市立西海中学校
(旧 西海北中学校 )

No.

23

24

25

26
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備考

Es=07と して診断
耐雇改俸済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es=0_7として診断
耐震改俸済み

Es刊 7として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改停不要

Es幻 7として診断
耐震改停済み

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es=07と して診断
耐震改停済み

Es=0,7として診断
耐震改停済み

Es=0,7として診断
耐震改修不要

耐震改停等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地農に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=114 CTu・ SD=034

Is/1so=1 42 CTu・ SD刊 33

Is/1so=1,16 CTu・ SD=030

Is/1so=118 CTu・ SD 069

Is/1so=105 CTu・ SD=040

Is/1so=1_09 CTu・ SD=063

Is/1so=114 CTu・ SD=066

Is/1so=108 CTu・ SD=063

Is/1so-1 21 CTu・ SD=074

Is/1so=112 CTu・ SD=032

耐震診断方法の名称

(一 財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2∞1年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版 )

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐雇診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準Jに定
める「第2次診断法」(2001年版 )

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

西海市西海町瀬戸樫
浦郷1624番 地

長崎県雲仙市国見町
土黒乙370番地

長崎県雲仙市瑞穂町
西郷辛1135番 地1

長崎県南島原市西有
家町須川91番地

建築物の名称

西海市立大瀬戸中学校

雲仙市立国見中学校
1-1棟・1-2練・1-3棟・1-4襟
【管理・教室棟】

雲仙市立瑞穂中学校

南島原市立西有家中学校

No.

27

28

29

30
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備考

Es=0,7として診断
耐震改停済み

Es=07と して診断
耐震改俸済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es司 7として診断
耐震改修済み

耐震改修済み

Es(17として診断
耐震改俸不要

Es=07として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=0_7として診断
耐震改俸済み

Es=0.7として診断
耐震改棒済み

Es=0.7として診断
耐震改修済み

Es=0,7として診断
耐震改修済み

耐震改修等の予定

醐肉審

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1s‐ 1 39 CTu・ SD(180

Is/1so=114 CIu・ SD=865

Is/1so=1 08 CTυ・SD対 61

Is/1so=1 16 CTuiSD 061

Is=095 q=1.19

Is/1so=1 08 CTu・ SD刊 64

Is/1so=116 CTu・ SD=068

Is/1so=210 CTυ・SD=037

Is/1sc=121 CTu・ SD=070

Is/1soこ 125 CTu・ SD=071

Is/1so l17 CTu・ SD=068

Is/1so=1 05 CIυ・SD=060

耐農惨断方法の名称

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(1996年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D
(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D

D

D

D

A

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県南島原市有家
町山川3“番地

長崎県南島原市北有
馬町T248番地

長崎県南島原市南有
馬町乙856番地5

長崎県南島原市布津
町乙1653番 地

造築物の名称

南島原市立有家中学校

南島原市立北有馬中学校

南島原市立南有馬中学校

薦島原市立布津中学校

No.

31

32

33

34
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備考

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es=07として診断
耐震改修済み

Es-07として診断
耐震改俸済み

Es=07として診断
耐震改停不要

Es=07と して診断
耐震改棒不要

Es=0.7として診断
耐震改修済み

Es刊 7として診断
耐震改修済み

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es刊 7として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改棒済み

Es=0,7として診断
耐震改修不要

Es(17と して診断
耐震改俸不要

耐震改俸等の予定

時期内容

構造F力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=114 CTu・ SD=0'70

Is/1so=11l CTu・ SD=0‐63

Is/1so=11l CTu・ SD=045

Is/1soこ 120 CTu・ SD=030

Is/1so=318 CTu・ SD=180

Is/1so=139 CT・ SD=063

Is/1so=126 Ci・ SD=034

Is/1so=194 Ci・ SD=069

Is/1so=137 6T・ SD 036

Is/1so=110 CTu・ SD=064

Is/1so=1.25 CTu・ SD=0‐ 73

Is/1so=205 CTu・ SD=079

耐震惨断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2∞1年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐歴診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版 )

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年 版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

D

D

D

D

D

C

C

C

C

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

中学校

強築物の位置

長崎県南島原市加津
佐町己3370番地

長崎県西彼杵郡長与
町吉無田郷322番地

長崎県東彼杵郡東彼
杵町蔵本郷1666

長崎県東彼杵郡東彼
杵町平似田郷821-1

建築物の名称

南島原市立加津佐中学校
校舎3-刊 棟・3-2棟

長与町立長与第二中学校

東彼杵町立彼杵中学校

東彼杵町立千綿中学校

No.

35

36

37

38
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構考

Es刊 7として診断
耐震改修済み

Es=07として診断
耐震改修不要

Es=07と して診断
耐震改修不要

Es刊 7として診断
耐震改俸済み

Es=07と して診断
耐震改棒済み

Es=0.7として診断
耐震改修不要

Es=07として診断
耐震改修不要

Es→ 7として診断
耐震改停済み

Es→ 7として診断
耐震改停済み

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=135 CTu・ SD=056

Is/1so=123 Cru・ SD=036

Is/1so 1 32 CTu・ SD=0766

Is/1so=112 Clu・ SD=028

Is/1so=114 CTり・SD 033

Is/1so=151 CTu・ SD=0851

Is/1so=151 CTu・ SD=0‐851

Is/1so=110 Cィu・ SD 066

Is/1so=108 CTu・ SD 044

耐震診断方法の名称

(―財)口本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D
(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

D

D

D

D

建築物の
主たる用途

中学校

中学校

中学校

建築物の位置

長崎県東彼杵郡川棚
町中組郷1380

長崎県東彼杵郡波佐
見町折敷瀬郷1999番

地

長崎県北松浦郡佐々
町本田原免111番地

建築物の名称

川棚町立川棚中学校
010-1練、011-1標

波佐見町立波佐見中学校

佐々町立佐々中学校

No

39

40

41
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■病院、診療所

備考

建替え工亭済

耐震改修等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

確認できる

耐農診断方法の名称

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法(昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定(構造耐力に係る部
分(構造計算にあっては、地震に係る部分に
限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

G

建築物の
主たる用途

病院

建築物の位置

長崎県大村市古賀島
町133番地22

建築物の名称

市立大村市民病院

No.

42

■劇場、観覧場、映画館、演芸場

備考

U=125と して診断

耐震改修等の予定

時期

検討中

肉審

検討中

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

Is/1so=0_63 CTu・ SD=040

Is=0_55 q=100

耐農診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

「屋内運動場等の耐震性能診断基準」

D

F

建築物の
主たる用途

文化会館

建築物の位置

諌早市宇都町92

建築物の名称

諫早文化会館

No

■百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗

備考

除却済

耐農改停等の予定

時期内容

構造耐力上必要な部分の地震に
対する安全性の評価の結果

耐震診断方法の名称
建築物の
主たる用途

店舗

建築物の位置

長崎県島原市弁天町
―T目 7080番地5

建築物の名称

イオン島原店

No.

44
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■ホテル、旅館

備考

U=117として診断
耐震改俸不要

耐震改俸不要

耐震改俸不要

耐震改修不要

耐震改体等の予定

時期

検討中
平成28年度実施済

未定

内容

耐震改停
補強設計

耐震改修

構造講力上必要な部分の地震に
対する安全性の印,価の結果

Is/1so=148 CT'SD=0・85

Is/1so司 31 CTu・ SD=016

Is/1so=021 Clu・ SD=014

Is/1so=0,98 CTu・ SD幻 22

Is/1so=019 CTu・ SD=0・06

Is/1so=043 CTu・ SD=022

Is/1so=223

Is=041 q=128

Is/1soこ 021 CTu・ SD=004

Is/1so=1 06 CTu・ SD=042

Is/1so=1 33 CTu・ SD■ 53

耐震診断方法の名称

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(1990年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐巌診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第1次診断法」により想定する地震動に
対して所要の耐震性を確保していることを確
認する方法

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(2011年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準1に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

(―財)日本建築防災協会によ
る「既存鉄骨鉄筋コンクリート
造建築物の耐震診断基準」に
定める「第2次診断法」(2009年
版) 卜

ぉ雪奮
腹

(一財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年 版)

C

D

D

D

D

D

B

A

D

E

D

建築物の
主たる用途

宿泊施設

ホテル

ホテル

盛築物の位置

長崎県諫早市 白木峰
田丁1109-1

長崎県平戸市大久保
町2231番地3

長崎県平戸市,II内 町
55番地

建築物の名称

国立諫早青少年自然の家
管理研修練

平戸海上ホテル

ホテル苗風

No.

45

46

47
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建替え工事済

建替え工事済

令和2年度～令和3年度

未定

令和5年度

令和2年度～令和4年度

建替え

建替え
建替え設計

建替え工事中

確認できる

工事中

確認できる

Isノ名sO=039C刊・SD刊・26

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法(昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定(構造耐力に係る部
分(構造計算にあつては、地震に係る部分に
限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

建築物の構造耐力主主要な部分が昭和56
年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法(昭和25年法律第201号)並びにこれに基
づく命令及び条例の規定(構造耐力に係る部
分(構造計算にあっては、地震に係る部分に
限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

G

G

Dホテル

旅館

ホテ

"レ

旅館

旅館

長崎県雲仙市小浜町
雲仙320-11

長崎県雲仙市小浜町
曇仙320番地18

長崎県雲仙市小浜町
北本町905

長崎県雲仙市小浜町
雲仙380番地2外

長崎県雲仙市小浜町
雲仙320番地6

伊勢屋旅館

有明ホテル

雲仙宮崎旅館

雲仙九州ホテル

雲仙富貴屋

48

49

50

51

52
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平成ol年度
平成29年度

未定

耐震改修
補強設計

耐震改修及び建替え

耐震改修

Is/1soヨ 0_56 Clv・ SD=028

Is/1so=0.29 Clu・ SD=015

Is/1so-031噺 iSD~019

Is刊,05q刊 .20

Is/1so=041 Clυ・SD■ 20

Is=0.1l q=047

鉄骨が充腹
材の場合

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会によ
る「既存鉄骨鉄筋コンクリート
造建築物の耐震診断基準」に
定める「第3次診断法」(2009年
版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(2011年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2∞1年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄骨
造建築物の耐震診断指針」(2011年版)

D

E

D

A

D

A

ホテル

ホテル

長崎市雲仙市小浜町
北本町1681番 地1

長崎県雲仙市小浜町
129■外

A棟 (RC棟 )

B棟 (SRC練 )

53

第2・ 3期 (RC造 )

第2・ 3期 (S造 )

第1期 (RC造 )

第1期 (S造 )

ル東洋館

54
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■幼稚回、保育所

Es幻.7として診断
耐震改修済み

&劇
"と

して診断
耐震改俸済み

耐震改修不要

Is/1s‐112鶴ずSD■44

Is/1soこ 1.22C、コ・SbFO.77

お脱 .05C、・SD~0・ 67

(―財)日本竜集防災協会による「既存鉄筋
ヨンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
ヨンクリート造建築物の耐震惨断基準」に定
める「第2次診断法」(2017年阪)

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の■農診断基準Jに定
める「第2次診断法J(2∞1年版)

D

D

D

幼稚四

幼稚口

長崎県大村市水主町
2丁 目609-7

長崎県錬早市白岩町
3-2

長崎星美幼稚園

謙早清水幼確口

55

56

一一一一一一

一
一一１

一一
一一一一一一

一
一一
一　
一

一
一
一一
一
一

一
一

＾

一
一一
一

．
一
一
一

一一・一十一一一
基

一一
一一一オ
・「一

一一．
一一〓
・

ｉ一一一一一一一・一

一
・≧

=t==ヽ
1

=「

壬
==■

●■克
千手rrア:■ i=■rt rirl「 f,11~~予工|:■ ●をt



16/17

■保健所、税務署その他これらに類する公益上必要な建築物

Z=1.0として診断
U=1.5として診断

U=125として診断
耐震改停済み

U=1.23として診断

U=125と して診断

建替え工事済

U=125として診断
耐震改修不要

未定

令和8年度

建替え

未定

Is/1so 021 CttiSD O・218

lsれsゞ 1.13 CTu・ SD=増・69

Is/1so O.23 CttiSD幻 18

Is/1s030.50 C帝v・ SD=039

確認できる

Is/1so-1.73 CTu・ SD l‐ 07

(―財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(一財)日 本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2∞1年版)

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2∞1年版)

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56

年6月 1日 以降におけるある時点の建築基準
法(昭和25年法律第201号 )並びにこれに基
づく命令及び条例の規定(構造耐力に係る部
分(構造計算にあつては、地震に係る部分に
限る。)に限る。)に適合するものであることを
確認する方法

(―財)日本建築防災協会による「既存鉄筋
コンクリート造建築物の耐震診断基準」に定
める「第2次診断法」(2001年版)

D

D

D

D

G

D

市庁舎

市庁舎

市庁舎

市庁舎

長崎県大村市玖島1

丁目25番地

長崎県平戸市岩の上
町1508番 地3

長崎県松浦市志佐町
里免365

長崎県五島市福江町
1番1号

大村市役所本館

松浦市役所

五島市役所本庁庁舎

平戸市役所本庁舎

60

57

58

59
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附表 耐震診断の評価の結果と構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性の評価

A

B

D

鉄骨が充腹材の場合

鉄骨が非充腹材の場
合

F

Ｇ

（※）

（※）

（※） 長崎県内の学校等の多くは、第２次診断法の場合、通常はEs=0.6とするものを、Es=0.7とし、より高い耐震性を目標としている。

0.6≦Is　かつ　1.0≦ｑ

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準」に定める「第１次診断法」により想定する地
震動に対して所要の耐震性を確保していることを確認する方法

－ － 1.0≦Is/Iso

耐震診断方法の名称

構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

大規模の地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性が高い。

大規模の地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性がある。

大規模の地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性が低い。

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄骨造建築物の耐震診
断指針」（1996年版、2011年版）

Is＜0.3　又は　ｑ＜0.5 左右以外の場合

E

（一財）日本建築防災協会による「既存
鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震
診断基準」に定める「第２次診断法」及
び「第３次診断法」（2009年版）

Is/Iso＜0.5　又は　CTU・SD＜0.125・Z・Rt・G・U 左右以外の場合 1.0≦Is/Iso　かつ　0.25・Z・Rt・G・U≦CTU・SD

Is/Iso＜0.5　又は　CTU・SD＜0.14・Z・Rt・G・U

C
（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準」に定める「第２次診断法」及び「第３次診断
法」（1990年版）

Is/Iso＜0.5　又は　CT・SD＜0.15・Z・G・U 左右以外の場合

1.0≦Is/Iso　かつ　0.3≦CT・SD≦1.25

1.25＜CT・SD

（一財）日本建築防災協会による「既存鉄筋コンクリート造建築
物の耐震診断基準」に定める「第２次診断法」及び「第３次診断
法」（2001年版、2017年版）

Is/Iso＜0.5　又は　CTU・SD＜0.15・Z・G・U 左右以外の場合 1.0≦Is/Iso　かつ　0.3・Z・G・U≦CTU・SD

震度６強から７に達する程度の大規模地震に対する安全性を示す。
いずれの区分に該当する場合であっても、違法に建築されたものや劣化が放置されたものでない限りは、震度５強程度の中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは少なく、倒壊するおそれはない。

備考に記載の無い場合は、Z=0.8、Rt=1.0、G=1.0、U=1.0として耐震診断されている。

建築物の構造耐力上主要な部分が昭和56年６月１日以降にお
けるある時点の建築基準法（昭和25年法律第201号）並びにこ
れに基づく命令及び条例の規定（構造耐力に係る部分（構造計
算にあっては、地震に係る部分に限る。）に限る。）に適合するも
のであることを確認する方法

－ － 確認できる

左右以外の場合 1.0≦Is/Iso　かつ　0.28・Z・Rt・G・U≦CTU・SD

「屋内運動場等の耐震性能診断基準」 Is＜0.3　又は　ｑ＜0.5 左右以外の場合 0.7≦Is　かつ　1.0≦ｑ


